
（別紙３）

～ R７年　２月　１４日

（対象者数） １９名 （回答者数） １５名

～ Ｒ７年　2月　14日

（対象者数） 7名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 活動の幅を広げたり、課題も増やしていく

2 ミーティングを都度、行う

3 関係機関との連携を常にとっていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 定期的に説明を行っていく

2 ミーティング時や研修時に目的も話していく

3

子どもに寄り添った支援を行っている その日の子どもの状態に合わせて、課題や療育を行っている。

職員が情報を共有し、統一した支援が行えている 利用児の情報をすぐに共有する

家族支援も同時に行えている
困り感をすぐに共有し、職員も関係機関も把握し、全体で支援

を行うようにしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

マニュアルなど職員、保護者の認知があまりされていない 説明はしているが、回数が少ないため

職員によって活動の目的を把握していない 伝達、指導不足

R7年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　３月　２１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 音いろ

○保護者評価実施期間
R7年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


